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はじめに
　特許出願や、登録された意匠の内容は公報として
広く一般に公開されます。特許の公開情報は、企業・
大学等における研究開発の成果に係る技術情報や権
利情報です。これら特許情報の分析に基づく特許出
願技術動向調査は、先端技術分野等の特許出願状況
や研究開発の方向性を明らかにするものであり、企
業、大学等における研究開発の方向性を決定する上

で有益です。また、意匠の公開情報は、意匠出願戦略、
デザイン開発戦略等の策定を支援するための有益な
情報になります。
　今後12回にわたり、平成28年度に実施した特許出
願動向調査、意匠出願動向調査の結果について、順
次ご紹介します。第１回となる本稿では、特許出願
動向調査の概要をご紹介します。

特許・意匠出願動向調査について

特許庁総務部企画調査課
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１．特許出願技術動向調査の概要
①　調査の概要

特許出願技術動向調査とは、国の政策として推
進すべき技術分野、社会的に注目されている技術
分野等から選定した技術テーマに関する調査です。
本調査では、テーマの技術概要、製品の売り上げ
等の市場動向、各テーマの各要素技術や応用産業
における出願動向、論文発表動向等を調査・分析
して、今後日本が取り組むべき研究開発の方向性
を示します。

平成11～ 28年度に240テーマの調査を実施して
おり、調査結果は内閣府の戦略的イノベーション
創造プログラム（SIP）における推進委員会、文部
科学省のナノテクノロジー・材料科学技術委員会
等で活用されています。平成28年度の特許出願技
術動向調査の結果についても、各府省庁の産業政
策・科学技術政策の策定、企業や大学等の研究開
発戦略策定に資する調査結果を積極的に情報発信
していく予定です。

②平成28年度の調査テーマ一覧

平成28年度は、第四次産業革命との繋がりが深
いIoT関連技術である「スマートマニュファクチャ
リング技術」や、革新的なバイオテクノロジー技
術である「ゲノム編集及び遺伝子治療関連技術」
等、社会的に注目を集めている分野を中心に選定
した15の技術テーマで、特許出願情報の調査を実
施しました。

・スマートマニュファクチャリング技術
・クラウドサービス・クラウドビジネス
・施設園芸農業
・ゲノム編集及び遺伝子治療関連技術
・人工臓器
・移動体用カメラ
・電池の試験及び状態検出
・ASEAN各国及びインドにおける自動車技術
・ファインバブル技術
・繊維強化プラスチック

図１：特許出願技術動向調査の概要


